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象疾患は緊急度が高く，生命に関わる急性冠動脈症候群（acute coronary syndrome: ACS）
とした．ACS では発症後 120 分以内に経皮的冠動脈形成術（percutaneous coronary 
intervention: PCI）で冠動脈再灌流を行うことがガイドライン上，推奨されている． 
市立釧路総合病院は北海道釧根地区で唯一の救命救急センターかつドクターヘリ基地
病院であり，PCI を施行することもできる三次病院（PCI 病院）である．2014 年 1 月 1 日
から 2016年 12月 31 日までに「ACS」または「急性心筋梗塞」の病名で入院した 513名の
患者を対象とした． 
 
研究 1.  「発症から PCI まで 120 分以内」というガイドラインで示された治療目標にド
クターヘリが貢献しているかを多変量および単変量解析により検証した．  




研究 1. 120 分以内に PCI を施行できた群は，施行できなかった群と比較して発症 30 日
後の生存率が有意に高かった（p = 0.02）．「発症から PCIまで 120分以内」というガイド
ラインで示された治療目標に有意に影響する因子は「PCIできない二次病院（非 PCI病院）
を経由する（p < 0.01）」，「ドクターヘリ搬送（p = 0.04）」，「患者重症度（p = 0.03）」
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論文題名 
Analysis of the efficacy of a helicopter emergency medical service for  
acute coronary syndrome patients in the eastern area of Hokkaido Island  
in Japan 
北海道東部における急性冠動脈症候群症例に対するドクターヘリの有用性の検証 
[札幌医学雑誌（第 87巻 1号 平成 31年 3月発刊）に掲載予定] 
結果の要旨【研究１】ガイドラインで示されている発症から再灌流まで（以下 OBT）120分以内と
いう数値目標の正当性を裏付ける結果となった．しかし，この OBT 120 分以内を達成するツール
としてドクターヘリは役に立っていないということが示された．その原因は，OBT 120 分以上の
群は，遠方での発症で，重症度が高く，間接搬送で，ドクターヘリを利用している症例が多かっ
たためと考えられる．【研究２】遠方からの搬送において，ドクターヘリは搬送時間を短縮して
いたが， 30 日後転帰，入院日数，入院医療費には寄与していなかった．搬送時間の短縮はドク
ターヘリの利用だけでは不十分で，救急隊による適切なトリアージや，救急隊と PCI 病院医師と
が直接コミュニケーションことのできるシステムの導入などが必要と考える．【総括】ドクターヘ
リは，急性冠動脈症候群の患者の搬送時間の短縮には貢献していたが，ガイドラインの治療目標
（OBT 120 分以内）の達成には寄与していなかった．治療目標を達成するにはドクターヘリの利
用だけでは不十分で，救急隊の適切なトリアージや，救急隊と PCI 病院医師との密接な連携が必
要であることがわかった． 
本研究の内容は，博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた． 
 
